
 Vol.12７～あなたの生活に役立つ情報が満載の●●歯科医院からの医院だよ

りです～

いよいよ 12 月を迎え、「今年も残りあとわずか、でも、やらないといけないことがまだ山積み残っている」

と思いながら、年末の慌ただしさを予感してしまう季節になりましたね。例年であれば、クリスマスの飾りを

楽しく考えているのですが、今年に限っては、感染症対策でいろいろと知恵を絞っています。真冬でも窓を開

けて換気することが大切ですが、外気で一気に寒くなり、乾燥しますので、その対策として、据置き型の暖房

器具と加湿器を複数台置いて、温度と湿度を計測しながら管理しています。２月や３月の頃よりも、さらに注

意を払いながら、安全な診療の環境を整えていますので、皆様に安心してご来院頂きたいと願っております。 

「ウイルス感染症」と「お口のケア」とには、重要な関係があることをご存知でしょうか。お口の中には、

善玉菌と悪玉菌（むし歯菌と歯周病菌が代表です。）がいて、口の中が不潔になると、悪玉菌の数が増えます。

むし歯菌が増えると、ネバネバした物質が多くなり、むし歯になりやすくなりますが、歯周病菌が集まって増

えることも手助けします。悪玉菌は共存しています。歯周病菌は、たんぱく質を分解する酵素を出して、歯ぐ

き表面の細胞を破壊し、歯ぐきの中へどんどん侵入します。疲れた際に、歯ぐきが大きく腫れて、痛くなる原

因も、この悪玉菌が歯ぐき内部に侵入して炎症を起こすことによります。お口の中に、インフルエンザやコロ

ナ感染症のウイルスが侵入した場合に、悪玉菌が開けた穴から、容易に体内へ入り、感染症を引き起こします。

最近では、舌の粘膜の表面からウイルスが侵入した場合に、感染症が起こる可能性が高いと指摘されています。

感染症の重症化で亡くなった方の口の中には、非常に多く増殖したウイルスが見つかっているそうです。日頃

から、感染症を発症させない、重症化させないためにも、お口の中の清掃をしっかり行って、悪玉菌を減らし、

免疫機能を高めることが重要であると言われています。これまであまりメジャーではなかった舌ブラシ（ゼク

リン®）を試しに購入して頂き、是非、舌の表面の汚れを落としてみてください。また、使った歯ブラシ、舌

ブラシ等を簡単に消毒できる薬（Etak®）も販売していますので、受付、スタッフまでお尋ねください。
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